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〝
宇
宙
時
代
の
地
球
人
〞

を
目
指
し
て
、
科
学
工
作
、

実
験
、
自
然
観
測
、
天
体
観

察
、
野
外
活
動
、
社
会
貢
献

活
動
な
ど
を
し
て
い
る
「
宇

宙
少
年
団
逗
子
分
団
」
が
主

催
す
る
「
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
宇
宙
飛

行
士
体
験
」
が
３
月
３
・
17

の
両
日
、
小
坪
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
両

宇
宙
か
ら
生
き
る
力
を

鎌
倉
に
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
広
場

逗
子
で
宇
宙
飛
行
士
体
験

障
害
あ
る
子
も
な
い
子
も
楽
し
も
う

阪
神
淡
路
、
東
日
本
、
能

登
半
島
、
と
大
き
な
地
震
が
現

実
に
起
き
て
い
ま
す
。

阪
神
淡
路
の
時
は
高
速
道

路
の
橋
脚
が
壊
れ
、
東
日
本
の

時
は
地
震
に
よ
る
津
波
の
被
害

で
電
気
が
止
ま
り
、
結
果
と
し

て
原
子
力
発
電
所
の
原
子
炉
を

冷
や
す
こ
と
が
で
き
ず
に
爆

発
。
能
登
で
は
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
建
物
が
倒
れ
、
建
築

し
て
日
の
浅
い
耐
震
基
準
を
満

た
し
て
い
た
住
宅
も
倒
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
地
震
で
木
造
住

宅
の
被
害
は
大
き
く
、
古
い
建

物
の
被
害
が
特
に
多
か
っ
た
の

が
現
状
で
す
。

昔
な
が
ら
の
趣
の
あ
る
家

に
お
住
ま
い
の
方
に
ぜ
ひ
、
お

伝
え
し
た
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
国
土
交
通
大
臣
認
定
「
木

造
住
宅
の
耐
震
診
断
と
補
強
方

法
」
で
耐
震
補
強
を
行
え
ば
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
家
に
な
る
と

思
い
ま
す
。
壊
し
て
建
て
替
え

れ
ば
現
在
の
法
律
に
則
っ
た
家

に
な
り
ま
す
が
、
そ
こ
ま
で
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

昔
な
が
ら
の
趣
の
あ
る
家

は
、
現
在
手
に
入
ら
な
い
よ
う

な
材
料
が
使
わ
れ
て
い
て
、
大

変
価
値
の
あ
る
も
の
な
の
で

す
。
日
本
最
古
の
木
造
建
築
物

の
法
隆
寺
は
１
４
０
０
年
前
に

建
て
ら
れ
ま
し
た
。
選
び
抜
い

た
材
料
に
腕
の
い
い
職
人
が
携

わ
り
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
行
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
雨
漏
れ
や
シ

ロ
ア
リ
に
気
を
付
け
て
い
れ

ば
、
普
通
の
木
造
住
宅
で
も
数

百
年
以
上
使
え
ま
す
。
間
取
り

の
変
更
や
新
し
い
設
備
機
器
の

導
入
な
ど
意
外
な
ほ
ど
簡
単
に

取
り
入
れ
ら
れ
ま
す
。

■
日
向
建
設
　
鎌
倉
市
大
船
１
―
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―
３
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る
が
、
今
日
は
北
鎌
倉
か
ら
。

山
頂
か
ら
は
六
国
が
見
え
た

と
い
う
だ
け
あ
っ
て
見
晴
ら

し
が
良
い
。
相
模
湾
方
向
は

富
士
ま
で
眺
望
が
広
が
る
。

　
３
月
末
に
は
ま
だ
桜
が

残
っ
て
い
た
。
浮
き
雲
が

ゆ
っ
く
り
近
づ
い
て
く
る
。

柔
ら
か
な
色
彩
が
ハ
ー
モ

ニ
ー
を
奏
で
る
。
す
べ
て
の

色
や
形
が
長
閑
だ
。
そ
し
て

一
本
の
水
平
線
が
す
べ
て
を

ま
と
め
、
落
ち
着
か
せ
て
い

る
。
こ
の
時
期
こ
こ
に
立
て

ば
、山
に
つ
ら
れ
て
微
笑
む
。

こ
こ
は
微
笑
み
峠
だ
な
ぁ
。

　
水
彩
　
36
×
51
㎝

　
　
標
高
１
４
７
ｍ
の
六
国

見
山
。
登
り
口
は
い
く
つ
か
あ

75

「
六
国
見
山
」黒

川
　明

日
で
約
60
人
の
子
ど
も
た
ち

が
参
加
し
た
＝
写
真
。

３
日
は
宇
宙
航
空
研
究

開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
社

友
で
ロ
ケ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
の

開
発
や
宇
宙
実
験
な
ど
に
も

携
わ
っ
た
柳
川
孝
二
さ
ん

（
73
）
が
月
へ
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
を
テ
ー
マ
に
重
力
の
話
、

月
探
査
機
や
ロ
ケ
ッ
ト
の

動
き
、
宇
宙
飛
行
士
に

な
る
た
め
に
必
要
な
資

質
、
未
来
に
向
け
て
何

を
学
べ
ば
良
い
の
か
を

伝
え
、「
宇
宙
の
フ
ァ

ン
に
な
り
月
に
行
っ
て

ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け

た
。
親
子
で
宇
宙
服
で

の
作
業
に
用
い
ら
れ
る

鏡
を
使
っ
た
動
作
を
体

験
す
る
実
験
や
、
バ
ル

ー
ン
ロ
ケ
ッ
ト
を
作
成

し
て
飛
ば
す
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
も
あ
っ
た
。

宇
宙
少
年
団
は
１
９
８
４

年
に
米
国
で
結
成
さ
れ
、
日

本
で
は
86
年
か
ら
１
０
０
以

上
の
分
団
が
誕
生
。
逗
子
分

団
は
２
０
２
２
年
４
月
に
発

足
、
現
在
団
員
25
人
。

中
野
清
隆
分
団
長
（
51
）

は
「
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
共

有
し
て
探
求
心
を
磨
い
て
ほ

し
い
」
と
参
加
者
を
募
る
。

対
象
は
逗
子
・
鎌
倉
・
葉
山

の
小
中
学
生
と
保
護
者
。
活

動
は
毎
月
第
２
日
曜
、
夏

休
み
は
藤
沢
分
団
と
合
同

合
宿
。
問
い
合
わ
せzushi.

yac@gmail.com     （
Ｋ
）

　
障
害
の
あ
る
な
し
や
年
齢

な
ど
に
関
係
な
く
、
そ
れ
ぞ

れ
の
子
が
そ
れ
ぞ
れ
の
形
で

楽
し
め
る
「
み
ん
な
で
遊
べ

る
公
園
」づ
く
り
の
一
環
で
、

鎌
倉
市
は
２
月
27
日
、
鎌
倉

海
浜
公
園
由
比
ガ
浜
地
区
に

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
広
場
を
開

園
し
た
＝
写
真
。
広
場
全
体

に
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具
の

設
置
は
市
内
で
初
め
て
。

　
車
イ
ス
で
も
ス
ロ
ー
プ
で

上
れ
る
滑
り
台
な
ど
が
付
い

た
複
合
遊
具
、高
さ
が
低
く
、

小
さ
い
子
や
車
い
す
か
ら
も

乗
り
降
り
し
や
す
い
「
ぴ
ょ

ん
ぴ
ょ
ん
マ
ッ
ト
」、
車
イ

ス
に
乗
っ
た
ま
ま
利
用
で
き

る
砂
場
の
ほ
か
、
目
の
不
自

由
な
人
や
耳
の
不
自
由
な
人

も
楽
し
め
る
遊
具
も
設
置
。

　
開
園
式
で
松
尾
崇
鎌
倉
市

長
は
「
み
ん
な
が
お
互
い
を

思
い
や
れ
る
公
園
。
困
っ
て

い
る
子
が
い
た
ら
声
を
か
け

て
く
だ
さ
い
」と
挨
拶
し
た
。

能
登
の
被
災
地
に

　
１
０
６
万
円

　

流
鏑
馬
で
支
援

　
鎌
倉
を
拠
点
に
日
本
弓
馬

術
の
普
及
、
発
展
を
め
ざ
す

大
日
本
弓
馬
会
主
催
の
「
能

登
半
島
復
興
祈
願
流
鏑
馬
」

が
３
月
17
日
、
鎌
倉
市
梶
原

の
鎌
倉
教
場
で
行
わ
れ
た
。

５
百
余
人
が
来
場
し
、
会
場

に
設
け
ら
れ
た
寄
付
箱
に
集

ま
っ
た
義
援
金
が
流
鏑
馬
終

了
後
、
千
田
勝
一
郎
鎌
倉
副

市
長
に
手
渡
さ
れ
た
。
義
援

金
額
は
１
０
６
万
１
９
３
６

円
で
、
鎌
倉
市
と
鎌
倉
市
社

会
福
祉
協
議
会
を
通
じ
て
全

額
が
被
災
地
に
届
け
ら
れ

る
。
同
会
の
奥
山
幸
猛
さ
ん

は
「
強
風
の
中
、
来
て
く
れ

た
方
々
に
感
謝
し
て
い
る
」

と
話
し
て
い
た
。

　
５
年
ぶ
り
に

鎌
倉
市
演
武
会

　
体
験
会
も
盛
況

　
鎌
倉
の
10
武
道
団
体
が
一

堂
に
会
し
て
演
武
を
披
露
す

る
「
鎌
倉
市
演
武
会
」
が
３

月
10
日
、
鎌
倉
武
道
館
で
５

年
ぶ
り
に
開
か
れ
た
。
市
の

委
託
を
受
け
、
市
ス
ポ
ー
ツ

協
会
が
主
管
。

　
柔
道
場
で
は
、
居
合
道
・

合
気
道
・
剣
道
・
な
ぎ
な
た

・
柔
道
・
跆
拳
道
・
太
極
拳

・
空
手
道
・
少
林
寺
拳
法
の

各
団
体
が
日
頃
の
鍛
錬
の
成

果
を
発
揮
し
、
弓
道
場
で
弓

道
協
会
の
射
手
が
見
事
な
射

術
を
披
露
し
た
。今
回
は「
演

武
の
部
」
の
後
に
「
体
験
の

部
」
が
行
わ
れ
、
来
場
者
は

各
々
武
道
と
親
し
ん
だ
。

　
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
前
身

で
あ
る
鎌
倉
市
体
育
協
会
の

会
長
を
長
年
務
め
、
同
会
名

誉
会
長
の
山
口
宇
宙
さ
ん
が

２
月
25
日
に
逝
去
さ
れ
た（
享

年
86
歳
）
こ
と
が
加
藤
清
和

会
長
か
ら
報
告
さ
れ
た
。

　
加
藤
会
長
は
「
こ
の
演
武

会
を
先
々
の
明
る
い
未
来
に

つ
な
げ
た
い
」
と
鎌
倉
武
道

の
心
技
体
を
受
け
継
ぐ
選
手

ら
に
呼
び
か
け
た
。
　（
Ｋ
）

家
族
で
災
害
予
防

消
防
・
防
災
フ
ェ
ア

   

逗
子

　
春
の
火
災
予
防
運
動
週
間

（
３
月
１
〜
７
日
）
の
３
月

３
日
、
逗
子
市
池
子
の
第
一

運
動
公
園
で
「
消
防
・
防
災

フ
ェ
ア
」
が
開
か
れ
多
く
の

家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

　
高
さ
30
ｍ
ま
で
上
が
る
は

し
ご
車
搭
乗
体
験
に
長
い
列

が
で
き
、
来
場
者
は
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
で
ミ
ニ
消
防
車
乗

車
体
験
や
、
防
災
服
着
用
で

放
水
体
験
、
ロ
ー
プ
渡
り
体

験
な
ど
を
巡
っ
た
。
孫
を
連

れ
て
参
加
し
た
市
内
の
夫
婦

は
「
沢
山
の
消
防
車
が
見
ら

れ
て
大
喜
び
。
さ
ま
ざ
ま
な

体
験
が
で
き
、
消
防
士
さ
ん

の
仕
事
や
防
災
が
学
べ
て
よ

か
っ
た
」
と
話
し
て
い
た
。

防
災
視
線
で

ま
ち
歩
き

葉
山

　
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た

際
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
立

ち
上
げ
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
す
る

葉
山
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
（
柿
本
秀
二
代

表
・
会
員
51
人
）
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ
、
被

災
箇
所
へ
つ
な
げ
る
役
割
を

担
う
。
同
団
体
が
防
災
の
視

点
で
歩
き
な
が
ら
町
を
知
る

こ
と
を
目
的
に
歴
史
な
ど
の

見
ど
こ
ろ
も
加
え
た
「
葉
山

ま
ち
あ
る
き
」
を
２
月
11
日

に
行
い
、22
人
が
参
加
し
た
。

　「
下
山
口
パ
ー
ト
２
　
海

岸
か
ら
山
へ
川
へ
」
と
題

し
、
玉
蔵
院
か
ら
森
山
神
社

を
経
て
一
色
公
園
に
隣
接
し

た
日
蓮
宗
の
番
神
堂
へ
向
か

い
、
関
東
大
震
災
時
に
葉
山

公
園
沖
の
隆
起
し
た
海
底
か

ら
現
れ
、
同
社
境
内
に
移
設

さ
れ
た
と
伝
わ
る
「
海
中
出

現
地
蔵
」
を
見
学
し
た
。
小

磯
の
鼻
の
岩
礁
に
見
ら
れ
る

地
質
の
特
徴
を
観
察
し
た

後
、
ハ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
横
の

急
坂
を
海
抜
20
ｍ
以
上
の
高

さ
ま
で
登
り
、
急
傾
斜
地
崩

壊
危
険
区
域
を
確
認
。
そ
の

後
、
下
山
口
会
館
で
下
山
口

町
内
会
の
活
発
な
自
主
防
災

訓
練
の
内
容
や
備
蓄
、
活
動

の
様
子
が
澁
谷
清
一
町
内
会

長
（
73
）
か
ら
伝
え
ら
れ
た
。

　
後
半
で
は
「
崖
」
を
意
味

す
る
小
字
地
名
の
「
ビ
ャ
ク

バ
」
を
下
山
川
越
し
に
見

な
が
ら
、
町
内
在
住
の
地

盤
工
学
の
専
門
家
矢
部
満

さ
ん
（
59
）
が
地
滑
り
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
説
。
参

加
者
は
「
歩
か
な
け
れ
ば
わ

か
ら
な
い
気
づ
き
が
あ
っ

た
」
と
述
べ
、
企
画
担
当
の

矢
嶋
恵
子
幹
事（
73
）は「
各

町
内
会
と
の
つ
な
が
り
も
生

ま
れ
た
。
顔
の
見
え
る
関
係

性
を
強
め
て
い
き
た
い
」
と

話
し
て
い
た
。
　
　
　（
Ｋ
）

馬との交流を楽しむ子


